
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人 
長岡福祉協会 代表者 田宮 崇 

 
法人・ 
事業所 
の特徴 

自分や家族・友人が利用したいと思うサービスを提供します。 
通所・宿泊・訪問この３つを自由にその方にとって必要な支援を組み合わせて、その時

の体調や状況によって柔軟なサービスを提供しています 
 事業所名 小規模多機能型居宅介護

深沢 管理者 池田 愛美 
 

出席者 市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 
1 人 2 人 1 人 1 人 1 人 1 人 人 2 人 人 9 人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 
確認 

  ・皆さん頑張っておられるのに

「ほとんどできていない」と記入

している方がいるけど自分に厳

しい方がいられる。 

・特になし。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

  ・道路に面して看板などを出した

らどうか。 
・小規模の扉に窓などあればいい

のに。 
・小規模の入口が暗く、とりあえ

ずスタートした仮施設だと思っ

ていた。 
・利用者の皆さんは居心地が良い

かは解らないが、自分だったら辛

い。 
・もっと天井が高かくしスペース

を広くして魅力のある建物にし

たらいい。 
 

・利用者さんが、居心地が良いと

感じられるように、空間や雰囲気

作りを行う。 
・事業所としてわかるように看板

設置を検討する。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

  ・小規模深沢を知ってもらうため

にコミュニティーセンターの何

かのイベント時などで一緒に参

加してみてはどうか。 

・地域のイベントに参加する。 
・地域の行事等で事業所の紹介等

していく。 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

  ・運営推進会議で地域についての

情報を話せている。 
・地域のイベントに参加する。 



Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

  ・特になし。 ・特になし。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

  ・ＡＥＤの使用はスタッフの皆さ

んが行えるように。勉強会として

消防署から習ってみてはどうか。 

・防災訓練に運営推進委員の方が

参加できるように調整する。 
・ＡＥＤについての勉強会を計

画・実施する。 



 


